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佐賀県保育幼児教育センター 

 

はじめに 

保育幼児教育センターでは、園長(所長)、幼稚園教諭・保育士・保育教諭自

らが生涯にわたって、キャリアに応じて求められる資質の向上に努められるよ

うに「佐賀県資質の向上に関する指標（以下、「指標」）モデル」を策定しまし

た。

各施設の設置者が指標の策定をするに当たっては、園の教育目標、建学の精

神、各市町の教育施策、保育者育成に対する考え方、園の実情等に基づき、本

指標モデルをご活用ください。 

 

 

 

【キャリアパス】※１ 
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資質の向上に関する指標モデルについて 

キャリアパスを「職位等」で設定しています。 

経験年数を基盤としながら、年数では測れない経験値を加味した設定です。 

※１「キャリアパス」：その職や立場に就くために必要な資質・能力の順序を示したもの。 
 



【キャリアステージ】※2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇資質の向上に関する指標モデルのキャリアステージ    
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ライフステージを基盤とし、園長(所長)、幼稚園教諭・保育士・保育教諭と

いう高度専門職としての職責、経験、適性に応じるためのキャリアステージを

設定しています。 

保育者（幼稚園教諭・保育士・保育教諭）のキャリアステージは、小学校や

中学校、高等学校等の教員と同様に、単に年齢や在籍年数で区切られるのでは

ありません。 

各設置者の育成の考え方をもとに、それまでの経歴や経験等を考慮し、保育

者自身が自らのキャリアステージを自覚していくことになります。 

指標に示す内容を達成している状況であれば、経験年数に関わらず次のキャ

リアへ進んでいけるよう「学び続ける」ための設定です。 

※2「キャリアステージ」：経験年数を節目とするライフステージを基盤とし、達成状況を節目とし

て設定したもの 


